
1年後期 授業回数 15回 時間数 30時間 必修・選択 必修 授業形態 講義 単位数 2単位

LA120 科目名 担当者名

回数 予定 実施 観点

1 ①⑤⑦ 江口

2 ①⑤⑦ 千代谷

3 ①⑤⑦ 神父

4 ①⑤⑦ 千代谷

5 ①⑤⑦ 神父

6 ①⑤⑦ 神父

7 ①⑤⑦ 神父

8 ①⑤⑦ 千代谷

9 ①⑤⑦ 千代谷

10 ①⑤⑦ 千代谷

11 ①⑤⑦ 神父

12 ①⑤⑦ 千代谷

13 ①⑤⑦ 神父

14 ①⑤⑦ 千代谷

15 ①⑤⑦ 江口

開講年次・時期

DPの観点 ①聞く力（30）　　　　　⑤社会性（30）　　　　⑦思考力（40）　　　　　　

各回のリアクションペーパー（80％）・振返りレポート（20％）

課されたされた課題について、リアクションペーパー・ロイロにて提出すること。

授業の概要

毎回の授業のテーマについて30分程度事前に情報収集を行い、授業で課された課題についても30分程度で整理
する。　（各担当者による。）

キリスト教的人間観をはじめ、日本及び世界の宗教・哲学・思想を理解し、世界で起きている事象の背景を考え、自
らの生き方に生かすことが出来る。キリスト教的価値観である本学の建学の精神をより深く理解し、より豊かに自己
理解・他社理解を深め、よりよい世界のあり方を考え、実践していくことができる。

授業時間外学修
（予習・復習）

科目コード

キリスト教を軸に世界の思想や哲学に触れ、広い視野で現代社会を考え、豊かな人間理解と自らの生き方を考え
る。

キリスト教と世界観

授業担当者より課題についてのフィードバックを行う。（各担当者による。）

単位認定の要件

科目の到達目標

フィードバックの
方法

授業の自己評価

備考

使用テキスト

１０の観点 ①聴く力②表現力③柔軟性④協調性⑤社会性⑥専門知識・技能⑦思考力⑧実践力⑨主体性➉問題解決力

新約聖書　（聖書協会共同訳SI250）　随時資料を配布

新約聖書、哲学講義、その他         
参考文献
参考URL

進行状況により、授業のテーマ・内容は変更になる場合がある。

期末試験 12/11(水）16：10～：　クリスマスのつどい

評価の方法・割合
（％）

履修上の注意事項

キリスト教Ⅵ

キリスト教Ⅰ

キリスト教Ⅱ

キリスト教と西洋思想のまとめ・振り返り

西洋思想Ⅰ

キリスト教Ⅴ

西洋思想Ⅲ

キリスト教Ⅲ

キリスト教Ⅳ

西洋思想Ⅱ

西洋思想Ⅳ

生命倫理Ⅰ

西洋思想Ⅲ

小松神父・千代谷・江口

授業の意義・ねらい等、はじまりにあたって

ギリシャ思想の基本的事項を理解する

日頃より社会情勢に目を向け、新聞や様々なメディアで情報を得るように心がけること。また、自ら考えることを大切
にすること。

方法

リアクションペーパー

テーマ・内容

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー

リアクションペーパー


